
港小学校は、通常学級１３クラス、特別
支援学級５クラスの計１８クラス、生徒数
４０８名、家庭数３１８の小さな学校です。

高浜市の一番南に位置し、南には高浜川
が流れ、衣浦湾に注いでいます。西には高
浜埠頭があり、教室の窓からも海が見える
だけでなく、海風に潮の香りも運ばれてく
る海沿いの学校です。

秋には、駅前広場（写真）や、
かわら美術館・図書館前広場にて、
「鬼みち祭り」が催されます。夜
になると『鬼あかり』に火が灯り、
幻想的な夜を創ります。

学校の南を流れる高浜川は、毎
年８月の初めに行われる「高浜市
民レガッタ大会」の会場となりま
す。漕艇センターも歩いてすぐの
場所に位置します。

高浜市は、日本三大瓦に数えられる
三州瓦の産地であり、また、鬼瓦をは
じめとする創り瓦でも有名な『かわら
の町』です。

高浜市立港小学校父母教師会

この「鬼あかり」は、市内小学
校の子ども達が創ります。港小学
校の子ども達も、土に触れ、鬼瓦
創りを体験しています。

港小学校でも、６年生になると
「レガッタ体験」が行われ、水上
でのさわやかな一時を味わう機会
があります。

【高浜市】
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先生と一緒に

コロナ禍で停止していた「夏の見守り巡視活動」を再開しました。何人
かで車に乗り合わせ協力していた以前の形から、個人で巡視する形へ変更
しました。夕方２時間ほどの目安巡視時間帯を定めていますが、各委員の
都合に合わせて巡視する、オンライン予定表にて都合をその都度調整でき
るようにするなど、参加しやすいように変更して活動を進めています。

PTA会員みんなで

PTA委員で
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市内の他の学校と同様に部会を定め活動してきた経緯を改め、４つの部会と委員長・副委員長を廃止。委員（理
事・評議員）の人数も半数に改編。これにより、委員長・副委員長の選出の苦慮と何度もPTA委員をやらなくてはな
らない課題を解消。毎月行っていた「理事評議員会」も年３回の実施へ変更。

年３回の「理事評議員会」では、連絡や情報交換、定期活動（広報、児童委員会補助（ベルマーク集計））を役員
と理事・評議員が一緒に行う。今後、PTAとして必要と考えられる活動を加えていく予定。

【活動の簡素化】

【組織の簡素化】

これまで委員だけで行っていた「見守りあ
いさつ活動」を全会員（全家庭）に広げまし
た。年に１回ですが、言葉を交わすことで、
様々な子どもたちと触れ合い、港小学校の子
ども達を知っていただくとともに、好きに
なっていただくよう活動を進めていいます。

【 見守りあいさつ活動 】

【 夏の見守り巡視活動 】

【 学校保健安全委員会 】

年２回の「学校保健安全委員会」には、
PTA委員も参加し、先生と一緒に子どもたち
の健康や成長のこと、安全に対する配慮など
一緒に考える機会としています。
今年度は、先生と一緒になって、緊急時の

対応シュミレーションを行い、いざという時
の子どもへの対応を考えました。



【参加者感想】

小学１年生と２年生の母親です。子どもたちには「みんなと
仲良くできるのは幻想だ」と常々言っていて、吉井さんが同
じ考えでとても嬉しかったです。「理解者は、家や学校以外
で作ってもいい」という言葉は、とても心に響きました。

「親が一番の理解者でなくてもいい」これからの子育てで壁
にあたった時に思い出したい言葉だなと思いました。

ずっと子育てに悩んできました。今もです。悩みを楽しみに
変えられたらいいと思います。自分を大切にしていきます！

「交流の場としてのPTA」
「学びの場としてのPTA」
といった〝PTAの在り方“を
模索していくことが、これ
からのPTA活動には必要な
のだと考えています。

子育て応援

セミナー
コミュニケーションと心の専門家

吉井 奈々

港小学校PTAが大切にする「交流の場・学びの場
としてのPTA」と、「家庭の教育力支援」を兼ね、
講演会を開催しました。
子どもと向き合うコミュニケーションと同時に自

分と向き合うコミュニケーションを学び、心が癒さ
れると同時に、子育てに向き合う勇気を得た機会と
なりました。

家庭の教育力支援のためのPTA活動


